
「橋梁のコスト縮減構造」の講習会開催のご案内 

新都市社会技術融合創造研究会のプロジェクトの一つであります「橋梁のコスト縮減構造に関する研究会」で

は、産・官・学が協力して、平成15年8月～平成19年3月の期間に行なった研究成果をまとめました。この度、

その研究成果を講習会の形でご報告させていただくことになりました。講習会内容は下記の通り、産・学・官の

それぞれの立場で、新しい材料、設計法、構造形式、施工法を駆使して、橋梁のコストを縮減する手法について

の研究成果をご報告させていただきます。なお、テキストは橋梁関係者にとって実務上の参考書の一つとして貴

重なものと思いますので、是非、講習会に御参加いただきますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

開催要領 

日時：平成19年10月25日（木）13:00～17:00 

会場：建設交流会館グリーンホール 大阪市西区立売堀２丁目１番２号 TEL:06-6543-2551 

定員：200名  

申し込み期限：平成19年10月11日（木）（申し込み方法は別途申し込み要領を追加予定） 

テキスト 

「橋梁のコスト縮減に向けての現状と展望」 

内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催 

橋梁のコスト縮減構造に関する研究会  

共 催 

 新都市社会技術融合創造研究会 

司会              京都大学大学院        豊岡亮洋 

1. 開会あいさつ（研究会の目的と活動内容） 京都大学大学院       家村浩和 

2. 橋梁のコスト縮減への取り組み      国交省近畿地方整備局    ○○○○ 

3. 橋梁を取り巻く現状と展望        大阪市立大学大学院     北田俊行 

4. 鋼・複合橋梁のコスト縮減への現状と展望 日本橋梁建設協会       夏秋義広 

5. PC・複合橋梁のコスト縮減への現状と展望 ＰＣ建設業協会           室田 敬 

6. 新材料のコスト縮減への現状と展望     日本土木工業協会         大村恵治 

7. 免震・制震設計へのアプローチ            立命館大学             伊津野和行 

8．免震・制震装置の紹介と設計例        日本支承協会              吉田雅彦  

ゴム支承協会              小坂 晃 

    9. テストフィールドにおけるコスト縮減対策 建設コンサルタンツ協会    野口二郎 

                      建設コンサルタンツ協会    坪村健二 

   10. 閉会あいさつ              京都大学大学院         家村浩和 

資料―６ 

-1-
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